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都市計画道路　新南陽停車場線
しんなんようていしゃじょう

　街路整備事業

周南市政所
まどころ

一丁目～周南市大字下上
しもかみ

山口県 ● 国庫補助 ○単独

● 国 ％  ● 県 ％ 　 ● 市町 ％ ○ その他 ％

《事業採択時 再評価時 計画変更時 》

平成 年度 ～ 平成 年度 《 平成 ２６ 年度》

《

（ （ （
％
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【地元の推進体制等の状況】

【地元の意向】

再 評 価 項 目 調 書

再評価実施要件

１
事
業
概
要

事 業 名

事業場所

事業主体 事業方法

財源・負担割合 57 33 10

事業期間
5 30

総事業費
（内用地補償費）

5,500
5,200
3,126

百万円》
百万円
百万円)

既投資額
（内用地補償費）

4,974
3,126

百万円
百万円)

進捗率
（用地補償費）

96
10
0

事業目的

　本路線は、ＪＲ新南陽駅と国道２号、地域防災拠点に位置づけられた永源山公園を連絡する幹
線道路である。
　当該事業区間は、近隣に位置する小学校や高等学校の通学路として利用されているが、現道は
歩道が無く危険であることから、両側に幅の広い歩道を整備することにより、安全で快適な交通
体系の確保を図る。

　また、当該事業区間は、山口県地域防災計画における緊急輸送道路※1に指定されていることか
ら、現道拡幅に併せて無電柱化（電線共同溝）を実施することで、災害時における輸送路の確保
を行うとともに、近隣の地域防災拠点である永源山公園へのアクセスの向上を図る。

事業内容

現道拡幅、歩道整備、電線共同溝
○事業延長　Ｌ＝８２５ｍ
○道路幅員　Ｗ＝１６.０ｍ（車道３．０×２＝６．０ｍ、自転車歩行者道４．０ｍ）
○道路区分　第４種第２級
○計画交通量　7,900台/日

2
再
評
価
の
視
点

(1)
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

社会的評価

　都市計画道路は、都市における安全かつ快適な交通を確保するとともに、都市の骨格をなし、
健全な市街地の形成、活力と魅力のある快適な都市形成に寄与するものであり、山口県では１３
市３町で決定されている。山口県の都市計画道路整備率は、約59％（平成27年3月末時点）と
なっており、全国平均64％に比べるとまだまだ低いことから、今後も計画的に整備を進める必
要がある。

　本県では、平成28年6月に「やまぐち未来開拓ロードプラン※2」を策定し、将来にわたって、
元気な産業や活気のある地域の中で、県民誰もがはつらつと暮らすことができるやまぐちのみち
づくりを進めており、同プランの中で、当該路線は、安心・安全な交通環境の確保、観光力の強
化に寄与する重要な路線として位置づけられている。

　当地区の
　社会経済情勢

　当地区は、平成１５年４月に２市２町が合併して誕生した周南市の南西部、旧新南陽市の中心
部に位置している。また、当地区は、周南市が平成29年3月に策定した立地適正化計画におい

て、都市機能誘導区域※3とされた新南陽駅周辺の北側に位置しており、永源山公園、新南陽高校
等が立地するとともに、居住環境等が良好な市街地が形成されている。

 必要性

　本路線は、永源山公園や新南陽高校と旧新南陽地区の中心市街地を結ぶ重
要な路線であり、特に朝夕の通勤通学時間帯には歩行者・自転車交通量が多
い（H22センサス：歩行者845人／12h、自転車671台／12h）にも関わ
らず、歩道が未整備な区間があるため、安全な歩行空間の整備が急務であ
る。

ａ・ｂ

地元の推進体制
等の状況及び地
元の意向

中項目
評　価

大項目
評　価

ａ・ｂ

 適時性

　当該事業区間は周南市通学路交通安全プログラム※4において、通学路の要
対策箇所へ位置付けられていることから、早期の整備が必要である。
　また、本路線は緊急輸送道路に指定されており、また地域防災拠点へ位置
付けられている永源山公園へアクセスする道路として重要な役割を担ってい
ること、及び都市機能誘導区域へのアクセス道路としても重要な路線であ
る。

中項目
評　価

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

中項目
評　価

　地元住民主体で組織されたワークショップにより提案された街並みイメー
ジを道路整備に反映させており、住民と行政が一体となった道路づくりを進
めている。

ａ・ｂ

　歩行者の安全性確保のため、早期の全線供用を望まれている。

番号 ２ー３
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【費用対効果分析手法】

【費用対効果分析における特記事項】

【プラス 要因】

【マイナス 要因】

【事業計画変更の必要性の有無】　　　　有　　　　無

【事業計画変更の理由及び内容】
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(2)
事
業
の
投
資
効
果

事
業
の
投
資
効
果

整備効果発
現状況
（H２9年度
まで）

　平成１５年度に起点側の約４８０ｍ区間について、平成２５年度に終点側の約２１０ｍ区間に
ついて部分供用を行っており、安全で快適な歩行空間が確保されるなど、良好な市街地形成にも
寄与している。

費用対効果
分析

大項目
評　価

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

　前回評価：「費用便益分析マニュアル」（H20.11）、基準年：H24
　今回評価：「費用便益分析マニュアル」（H20.11）、基準年：H29

　走行時間短縮便益：自動車交通の円滑化により走行時間が短縮し、道路利用者
　　　　　　　　　　にどのくらい便益があるか、お金に換算したもの
　走行経費減少便益：自動車交通の円滑化による燃費の向上など、走行経費が節
　　　　　　　　　　約となる事で道路利用者にどのくらい利益があるか、お金
　　　　　　　　　　に換算したもの
　交通事故減少便益：交通事故が解消される事により減少する社会的損失をお金
　　　　　　　　　　に換算したもの

貨幣価値化
困難な便益

　○年間約３9万人が利用する永源山公園や新南陽高校と新南陽地区の中心市街地を連絡
　　する歩道の整備により、多くの市民が安心・安全に利用できる歩行空間が確保される。
　○電線類の地中化整備により、良好な都市景観が創出され、「まんどころ来てみん祭」が
　　開催されるなど、にぎわいの創出、中心市街地の活性化が図られる。
　○円滑な交通が確保され、緊急輸送道路としての機能が強化される。

　施工時の交通規制により、一時的な現道の利便性の低下が懸念される。

(3)
事
業
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
見
通
し

事業進捗の現
状

　用地交渉の難航により、工程に遅れが生じている。
　〇H15に起点側約480m部分供用。
　〇H25に終点側約210m部分供用。

大項目
評　価

事業進捗の今
後の見通し

　現在、未買収用地の取得に向けて鋭意交渉中であり、平成３０年度の全線完成を目
指す。

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

事業計画変更
の必要性

8,738 9,117 2,604

498 731 215

62 74 41

9,298 9,922 2,860

①事業費 6,940 8,527 202

②維持管理費 31 35 10

　総費用 6,971 8,562 212

1.3 1.2 13.5

区分 主な項目
再評価時

(基準年：H24)

再々評価（今回評価）

備　考全体事業費
(基準年：H29)

残事業
(基準年：H29)

便益
(B)

①走行時間短縮便益

②走行経費減少便益

③交通事故減少便益

　総便益

費用
(Ｃ)

費用便益比（B／Ｃ）

単位：百万円
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【コスト縮減の検討状況】

【代替案の検討状況】

【環境への影響事項：動植物、地形・地質、歴史文化、景観等の状況】

【環境への配慮】

● 継続 ○ 見直し継続 ○ 中止

（
）

用語説明

※１ 緊急輸送道路 防災拠点を結ぶネットワークを構築し、地震等の災害発生直後から緊急輸送を円滑かつ確

※２ やまぐち未来開拓 山口県が進める道路の整備や保全の基本的な方針をまとめた計画であり、これからの本県の

ロードプラン みちづくりの指針となるもの

※３ 都市機能誘導区域 市民の生活と交流の場である都市拠点に都市機能増進施設の立地を誘導すべき区域

※４ 通学路交通安全 通学路の合同点検、対策の検討・実施、対策効果の把握、対策の改善・充実を行い、これら

プログラム

※５ 準住居地域 都市計画法による地域地区の一つで、道路の沿道等において、自動車関連施設などと住居が

調和した環境を保護するための地域

ａ・ｂ

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

　代　替　案

中項目
評　価

　本事業は現道拡幅整備であり、用地買収がほぼ完了していること、起点側
約４８０ｍおよび終点側約２１０ｍが部分供用済であることから、計画どお
り進めることが妥当である。

ａ・ｂ

   (5)
   環境への影響
   と配慮

大項目
評　価　周南市景観計画において、良好な景観の形成に関する方針として、魅力や賑わいを

感じる都市的な景観や美しい街なみの創出や保全を図り、良好な都市景観形成が求め
られており、また、新南陽地区のメインストリートとして地域にも親しまれているこ
とから、沿線に位置する永源山公園と一体となった潤いのある都市景観の形成が必要
である。

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ　○住民と行政が一体となった道路整備を進めており、電線類の地中化、歩道の

　　美装化、ポケットパークの整備を行うことで、良好な都市景観の形成に寄与
　　している。
　○車道部を排水性舗装により施工することで、市街地における道路騒音の低減
　　に努めている。

(4)
コ
ス
ト
縮
減
・
代
替
案
等
の
可
能
性

　コスト縮減

中項目
評　価

大項目
評　価

　○電線共同溝の整備において、新技術・新工法を採用し、従来より管路
　　数や掘削・埋戻し土量の削減を行うことにより、コスト縮減を図る。

   (6)
   地域の立地特性 　都市計画区域　準住居地域※５

総合評価

３
対
応
方
針

評価理由
　安全で快適な交通体系の確保、および災害時における輸送路の確保のため、事業を継続する必
要がある。

事
業
実
施
主
体
案

備　　考

2
再
評
価
の
視
点

実に実施するための道路

の取組を繰り返し実施し、継続的に通学路の安全性の向上を図るための基本方針
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都市計画道路　新南陽停車場
しんなんよ うていし ゃじ ょ う

線　街路整備事業
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標準断面図
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当該箇所
この地図は、国土地理院地図（電子国土Web）の一部を掲載したものである。

至 徳山駅

至 防府

至 国道２号至 国道２号

部分供用済

部分供用済

自歩道自歩道 車道車道

路肩路肩

電線共同溝電線共同溝

JR新南陽駅


